
チーム名の決定

〈チーム１〉お ひ さ ま（場づくり+少子化）

〈チーム２〉つがるマリコ（職・観光・交通・情報）

〈チーム３〉We♡JOMON（まちづくり）

P．08

令和６年９月１１日（水）

地域課題の解決策①・②

トータルコーディネーター：久慈 美穂 さん（株式会社 and more 代表取締役）

講座 第３回

いつ

when

開催の時期、曜日、時
間帯（ターゲットに合
わせた集客を意識）

何を

what

誰にでも分かるように
内容を具体的に

どのように

how

イベントの進行、タイ
ムスケジュール、告知
方法

どれだけ

how much

企画・イベントに関連
する予算（予算の捻出
方法）

その他

others

オリジナリティ等

どこで

where

世界観（コンセプト）
を実現するために最適
な場所

企画する上で
大切なこと

なぜ

why

地域課題に取り組む動
機や背景、意義、想い

誰に

whom

企画・イベントに参加
しいてほしいのは誰か
（ターゲット）

誰が

who

関係・協力者は必要か
（大前提：自分たちが
自分ごととしてやる）

企画（イベント）名

コンセプト

＊みなさんと地域課題解決にむけての取り組みができることがうれしいです

＊長期的な視点で地域にプラスになるような、かつ主催が疲弊しないような企画を考えていきたいです

参加者の声

企画の作り方。ポイントは“なぜ”の言語化

どんな課題を解決したくて取り組もうと思っているのか？自分の原体

験や経験と繋がっているか？あなたがやる必要があるのか？それが“な

ぜ”や“想い”にも繋がっていきます。この“なぜ”をしっかりと言語化出来

ると、どんな企画を立ててもブレないものが出来てきます。

カテゴリー分けした地域課題から、自分が取り組みたい課題を選びチームを作りました。ここからは、

３チームに分かれての作業となり、地域課題に対して何ができるのか、どんな取り組みが必要なのか等、

解決策を具体的に練り上げていました。

〈チーム１〉小野 正子 ／ 佐藤 真由美 ／ 白川 えり子 ／ 対馬 登志子 ／ 山田 浩美

〈チーム２〉北澤 由美子 ／ 松野 麗子 ／ 宮田 真梨子 ／ 渡邉 祐加子

〈チーム３〉小田川 貴子 ／ 工藤 美穂 ／ 神 千里
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